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ABSTRACT:WestudiedtherelationshipbetweentheresultsoftheUchida-

KraepelinPsychodiagnosticTest(UK)andschoolrecordsofnursingstudents

admittedtoourcollegefrom1987to1989.Of240students,213wereexamined.

Weobtainedthefollowlngresults:

1.Ninety-twopercentofthestudentsscoredwithintheẁholesome'category

onUK,theseareconsideredthegroupwhowillworke氏cientlyandshowgreat

adaptabilitytocircumstances.

2.Only7of213studentsremainedinthesamegradeorleftcollegebefore

graduation,andhencetheirtraitsof'temperamentandbehaviour'werehard

tocon丘rmstatistically.

3.Sincethe g̀eneralevaluation'ofUK isslgni丘cantlyrelatedtoschool

recordsintheprofessionallecturesandsecond-yearclinicalpractice,UK

willbeausefulreferenceinpredictingtheabilityofstudentsinacertain
circumstances.

4.Sinceaslgni丘cantrelationshipbetweenUKandschoolrecordsinthird-

yearclinicalpracticewasnotcon丘rmed,UKmaynotbeausefulreference

inpredictingtheall-roundpracticalabilityofstudents.Furtherstudiesare

necessarytocon丘rm thevalidityofUKrelatedtonurslngeducation.An

adequateevaluationsystemforstudents'clinicalpracticemustalsobediscussed.
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は じ め に

人が人を世話する原始的な看護は有史以来の

ものであるが,いわゆる近代看護としてその専

門性を主張し始めたのは,ナイチンゲール以降

(1865年頃)のことである｡

看護界では,看護過程を活用して,科学的問

題解決に基づく看護ケアの体系化を図ることに

より,看護の専門性を打ち立てようと努力して

きた｡一方,看護過程の中で人間を統合してと

らえきれるかとの疑問から,看護の本質である

ケア/ケアリングの概念が注目されてきてい

る｡筒井が,｢ケアリングは,看護にとってほ

健康をゴールとしたプロセスであり,人間関係

であり,感情であり,科学的知識とヒュ-マニ

スティックな行動のバランスである｡従って,

ケアリングには感情的な看護のスキルと技術的

な看護のスキルの2つの重要なカテゴリーがあ

り,専門的な看護実践の先行条件として,知識,

技術と共に,倫理的 ･道徳的要素や感情を含む

態度が必要とされる1)｣と述べているように,
我々は,看護婦には知的学習能力とバランスの

とれた人間性が求められると考えている｡看護

基礎教育において,臨地実習は,この2つのス

キルが統合され得る場として重要である｡

ところが現在の入試制度では,学力試験で知

的学習能力を測れても,入試段階で看護者に必

要とされる資質を問うことは困難であり,すべ

ては入学後の教育にゆだねられている｡当学科

においては,複数担任制をベースに,実習担当

教官,ゼミ担当教官が学生をサポートしている｡

しかし,1学年80名,1教官当り10名の実習学

生に対する対応は充分とは言えず,問題行動が

おきてから対応を迫られているのが現状である｡

我々は,できるだけ早期に個々の学生のパー

ソナリティを理解し,早期に適切な関わりを持

つことにより,学生の適応をたすける必要を感

じてきた｡そこで,その方法を探る一助とする

ことを目的として,1978年以降,毎年新入生に

対して入学直後に行われている内田クレペリン

精神検査 (以下UK)と,入学後の学業成績と

の関係について検討した｡

研 究 方 法

1.検査法概要

UKは,連続加算作業と作業心理を研究した

Kraepelinの連続加算法を,内田勇三郎が,気

持ちや動作の働きぶりの傾向をみる心理テスト

に発展させたものである｡

心的活動性と呼ばれるこの傾向は,能力や性

格 ･行動の基底にあり,その人らしさをつくり

だす基本的,恒常的傾向である｡UKでは,｢知

鰭,仕事 (作業)の処理能力,積極性,活動の

テンポ,意欲,気働きの高低｣,｢性格,行動ぶ

り,仕事ぶりといった面の特徴 (くせ)･かた

より･異常 ･障害などの程度と内容｣が分かる

とされている｡作業は ｢1分単位の15分作業-

5分の休憩-15分作業｣で実施され,結果は表

1及び図1のように作業量,作業量の変化 (定

型との隔たり),誤 りの状態などから24の類型

に分類され,さらに実用上いくつかの群に分類

される2)0

2.検査期間,検査手続き及び対象

1987-1989年度の各入学期に,本学部の心理

学担当教授等が監督して,欠席者を除く入学者

表 t UK結 果 類 型 ･群 別 表

10群 別 第 1群 第2群 第3群 第4群 第5群 第6群 第 7群 第8群

第 9群 第10群類 型 1 @2 a 5④～㊥ 7 ㊨8 a'f 11④～㊥ 13 b'f14 cl5 C′ 16 ㊥ 18t;f～f(B) 20 f(B) 22 fp 23 d3 ④4 a′ 6a'-a'f 9 b10 b′ 12a'f～f(A)

17 f(A) 21C′f 21 f(C) 24 dp5大 別 高 度 定 型 群 定型群 準 定 型 群

非 定 型 群 重 度 非 定 型 群3大 別 定 型
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図 1 曲 線 類 型 関 係 図 式

全員に集団式でUKを実施した｡

検査期間中に京都大学医療技術短期大学部看

護学科に在学したのは,男子 1名,女子239名

の計240名であった｡その中でUKを受けた

男子 1名,女子212名の計213名を対象とした｡

対象者の在学年数別内訳を表2に示した｡在学

年数等の数字3は,当学部の規定最低年数 (3

午)での卒業を,4と5は留年した年数を含む

卒業までに要した年数を示している｡

3.結果の処理方法

UKの類型分析等は,日本 ･精神技術研究所

表2 対象者の在学年数別内訳

性 別 在 学 年

数男 女 3正規辛莱 4
5 】退学

留午'87入学 人 0

62 58 103'88入学 人 0 79 78 0 1

0'89入学 人 1 71 70

2 0 0小 計 人 1 212 206 3 1

3総 計 人 203 206

4 3正規卒業 人 1 205

206留年退学 人 0 7 7

に依頼した｡入学後の成績は,一般教育科

目と専門科目への取 り組みの違い,講義と直接

患者等を対象とする臨床実習との違いなどをみ

ることを意図して,次の8群に集計分類した｡一般

教育科目成績総計,専門基礎科目成績総計,専

門科目 (請義)成績総計,2回生臨床実習成

績総計,3回生臨床実習成績総計,全臨床実習

(2回生と3回生の臨床実習)成績総計,専門

(専門基礎科目,専門科目の講義及び全臨床実習)成績

総計,全成績の8群である｡ UKの結果は,総

合評価は ｢高度定型群｣｢定型群｣｢準定型
群｣｢非定型群｣｢重度非定型群｣の5群

,もしくはこれらに準ずる ｢定型｣｢非定型｣の
2群に,作業水準は ｢水準が高い｣から ｢はなは

だしく不足｣までの5群に,｢特性別傾向｣は ｢発動
性｣｢可変性｣｢克進性｣のそれぞれについ
て ｢不足｣｢中等度｣｢過度｣の3群に

,また,｢特異傾向｣は有,無の2群に分

けて,一元配置分散分析によりUK結果と学業

成績の関係を調べた｡さらに,在学年数とUK

結果について調べるため,通常の年数

の卒業者 (正規卒業群と称す)と留年 ･退学者 (留年退学群と称す

)の2群に分けてUK結果を比較した｡

結
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よりの程度をみる曲線塀型3)人員分布に関して

は,全体に ｢高度定型群｣｢定型群｣が多く,｢準

定型群｣を含めた定型の割合は91.5%に達する｡

仕事の処理能力,行動のテンポ,積極性や意欲,

気働きなどの程度を示す処理能力速度 (作業水

準)3)の傾向では,｢水準が高い｣者が77.5%,

｢不足はない｣者が21.6%で,高い水準を示し

ている｡性格 ･行動のバランスやかたよりでは,

状況に応じた適度な行動,及び,問題無しをを

合わせた ｢適応傾向を示す｣者が78.4%で,残

表3 UK 集 計 結 果 一 覧

総 合評価 5群別 処理能力速度傾向 性格行動のバランスかた

よりE1｢司 定型 準 罪 重 水 不 し､ か は不 状
適 問多 不か 不か 不著皮 定 定 皮 準

足 く な な足 況度 題少 適た 適た 適し定 型 型 罪 が は ら り ほ にな なか 切
よ切よ切く型 定 F)同 な か 不 だ 応行 した なりなりなか

型 し､ し､ 不足 足 しく じ動た より行時動

に 行強動く行た動よりUK被験者(人)1987年 18 35

6 3 0 44 18 0 0 0 18 35 6 3 01988年 25 33 13 6 1 65 13 1 0 0 26 33

13 6 11989年 28 26 ll 3 4 56 15 1 0 0 28 27 10

3 4被験者総数 71 94 30 12 5 165 46 2 0

0 72 95 29 12 5% 33.344.114.1 5.6 2.377.521.6 0.9 0 0 3.844.613.6 5.6 2.3

正規卒業群 71 90 29 10 5 160 44 2 0 0 72 91 2

8 10 5% 34.5

43.714.1 4.9 2.477.721.4 1.0 0 035.044.213.6 4.9 2.4留年退学群 0 4 1 2

0 5 2 0 0 00 4 1 2 0% 057.114.328.6 0 71.428.6 0 0 0 057.114.328.6 0

特 異 傾 向発 動 性 可 変 性 克 進 性 抑-l作 時的 時的

壁息不′-ナナ 感動性 反秦不熱心 発動の 気刀の めせり りき
ち 固執倭不足 中 過度 不 不足 中 過皮 不 不足 中 過皮 不程皮 特定 程皮 特定 餐皮 特定 用減過 停滞 たかぶり

女定 不足 障垂Fj 衣過 変調 餐調 向12 33 16 1 13 43 5 1 21 31 9 1 0 2 2 0 2 1

0 1 3 0 016 38 21 4 21 42 13 3 31 34 10 4

0 5 1 2 0 0 2 7 0 2 07 44 17 4 16 43 9 4 16 37 14 5 0 10 1 0 0 0

1 1 0 0 035115 54 9 50128 27 8

68102 33 10 0 17 4 2 2 1 3 9 3 2 016.454.025.44.223
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りの約20%に適応の幅の狭い傾向がみられる

(表3)0

性格や行動の特徴を生じさせる心の働きの基

底にある傾向を示す ｢特性別便向｣(発動性 ･

可変性 ･克進性)3)では,いずれにおいても｢中

等度｣が5-6割を占めているが,｢不足｣が

それぞれ16.4%,23.5%,31.9%あり,特に持

続の様相を表す可変性 ･こう進性において不足

傾向を示す者の比率が高い (表3)0

一方,延べ43名が,心の働きかたの著しいか

たよりや強い変調 (特異傾向)3)を示している｡

中でも,気分や感情や行動の動きが一時的にと

だえたり,滞ったりして,ぼんやり状態や放心､

状態におちいりやすい ｢一時的停滞傾向｣や,

気分 ･感情や行動に十分な心的エネルギーが不

足している状態にある ｢気力の衰退傾向｣3)を

示す者が,それぞれ17名,9名あり,他の ｢特

異傾向｣に比べて有意差はないものの比率が高

い傾向にある (表3)0

2.UK結果と学業成績との関係

心的活動性の全体的傾向を示す ｢総合評

価｣3)と学業成績との関係では,専門講義に対

して危険率1%水準で,また,2回生実習に対

して危険率5%水準で有意な関連性がみられ

る｡｢作業水準｣と学業成績との間には有意な

関連性はみられない｡｢曲線類型判定｣(定型 ･

非定型)と学業成績とでは,専門講義 ･2回生

実習との間に,それぞれ危険率1%･5%水準

で有意な関連性がみられる｡｢特性別傾向｣の

｢発動性｣｢可変性｣｢克進性｣と学業成績との

間には有意な関連性はみられない｡｢特異傾向｣

と学業成績との間では,｢発動の障害｣にのみ

一般教育 ･専門基礎,及び,専門総計 ･全成績

との間には危険率5%水準で有意な関連性がみ

られる｡数量的評価では,｢曲線類型判定｣を

表4 UK結 果 と 学 業 成 績 の 関 係

項 目 一般教育 専門基礎 専門講義 2回実習 3回実習 全 実 習 専門

総計 全 成 績総合評価 (1)

** 辛総合評価 (2) **

*作業水準

定型 .非定型 ** 辛

特性

刺傾向 発動性

可変性

克進性

一時的な停滞

発動の障害 *
辛 辛 *

気力の衰退

誤答 .答もれ

訂正

行飛ばし
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型 臣 重度非定型図2 学 校 別 UK総 合 判

定 分 布数量化した ｢PF値｣｢修正PF値

｣と専門講義との間には危険率 1%水準で有意

な関連性がみられる (表4)03.在学年

数とUK結果との関係留年退学群は213名

車7名にすぎないため,単純に正規卒業群と比較す

ることはできないが,留年退学群には ｢高度定

型群｣｢重度非定型群｣がなく,｢定型群｣の割合が多いが,全

体として定型の割合が低い傾向がみ

られる (図2)｡また,

｢作業水準｣では処理能力速度傾向には差はない

が,性格行動のバランス ･かたよりでは適応傾向

を示す者の割合が少ない傾向がネられる (表3)0

考 察1.看護学科入学生

の特性表3の処理能力速度傾向にみるように

,｢水準が高い｣｢不足はない｣者の比率がそれ

ぞれ77.5%,21.6%,合計99.1%あり,

作業能力水準の高い集団である｡また,図2に示す曲線類

型人員分布の比較をみると,定型に属する者の

比率が高い都内私大 1年の ｢高度定型群｣28.

2%,｢定型群｣46.1%に対 して,本研究の対

象群のそれは各々33.3%,44.1%であ

り,年代差はあるが,｢高度定型群｣が多い傾

向がみられる｡大橋らが昭和53年度から57年度

に行ったUK調査結果4)と比較しても,｢高

度定型群｣｢定型群｣の比率が共に10%程度

高くなっており,｢準定型群｣を含む定型の比

率は87.2%から92.0%に増加している

｡これらから,作業能力水準が高く,性格や行

動面にもかたよりのない,バランスのとれた適

応の幅の広い,選抜された集団としての傾向

が高まっていることがうかがえる｡当学科は入学時には

面接等は実施しておらず,学科試験のみによる選

抜であるが,昨今の医療職-の関心の高まりの中

にあって,看護に求められる大切な資質の一つである作業水

準,適応性に優れた学生を確保できてきたと言

える｡
一
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｢一時的停滞｣や ｢気力の衰退｣を示す者が多

いことから,やる気を維持させる点で問題を抱

えた学生が多いことがうかがえる｡これは,わ

れわれ教官が日々の学生との関わりにおいて実

感している ｢与えられた課題には熱心に取り組

むが,自ら課題を見つけることのできない学生

が多い｣現象として表れている｡その根底には,

主体性の不足 ･未成熟の問題があると思われ

る｡本学科入学以前の受動的な学習経験や,育

年期特有の発達課題をを考慮しつつ,看護を学

ぶ意義を自ら明らかにしていくことができるよ

うな,学習-の動機付けに対する教育的関わり

の必要性が示唆される｡

2.UK結果と学業成績との関係

表4に示されるように,｢特異憤向｣の中の
｢発動性の障害｣と,主として1回生で行われ

る一般教育 ･専門基礎との間にのみ有意な関連

性がみられることから,｢特異傾向｣を示す者
は,新しく始まった大学生活への不適応を起こ

している可能性が示唆される｡

一方,｢総合評価｣及び ｢曲線炉型判定｣と,
専門講義 ･2回生実習との間に有意な関連性が

みられる｡講義では,1回生の出席率に対して

2回生の専門科目は出席率も高く,学生のやる

気も高い印象から,おそらく,目的の明確な教

科では学生の本来の能力が発揮されやすいこと

が関係しているのではないかと考えられる｡も

ちろん,講義の中では学生が看護の専門性-の

評価を最も受けることになる専門講義との関係

がみられる点から,UKを看護に必要な基礎的

能力を予測する一つの参考資料として活用する

ことは期待できる｡また,伊藤らが指摘してい

るように,本学科入学後初めての臨床実習であ

る2回生実習は,学生が特に対人関係に対して

大きなストレスにさらされる場であり5),個々

の学生のつまずきが表面化しやすい場面とし

て,従来より重要視され,慎重な対応を努力し

ているところである｡この経験から,2回生実

習のように,学生が必要以上に緊張しやすい場

面での,対人関係を含む環境-の適応能力を予

測する資料として,UK結果の活用の可能性が

示唆される｡

他の科目,特に,クライエント･その家族 ･

スタッフ･教官等との対人関係を築きながら,

既習の知識 ･技術を統合して個々のクライエン

トの看護に応用していくという,総合的 ･実践

的な能力を求められる3回生実習とUKとの

間には有意な関連性はみられない｡3回生実習

と2回生実習の特徴を比較すると,2回生実習

は初めての臨床実習で学生の緊張も高く,1週

間という短期間で課題も限定されている｡他方,

3回生実習は9カ月にわたる長丁場で緊張を持

続しにくい上,課題の幅も広がり,かつ,個別

性が要求されるため,主体性 ･統合性 ･適応性

など人間的な成熟が求められるようになる｡こ

のような多くの課題と長期間取 り組む状況で

は,心的活動性の傾向はとらえにくくなるので

はなかろうか｡UKは個々人の本来的な性格特

性を調べる検査6)ではあるが,UKの判定だけ

で,3回生実習のような,対人関係のダイナミ

クスを基盤としたケアリングの能力が判定でき

ないのは,しごく当然のことだといえる｡看護

実習は,その特殊性故に,評価基準を客観的に

示しにくく酸味であることから,実習評価の妥

当性がしばしば問題となる｡しかし,当学科に

於いて,UKと3回生実習の関連傾向がみられ

ないという事実から,実習担当教官全体が,単

なる到達度評価にとどまらず,人間的成熟によ

るケアリングの能力評価を行おうとしている様

子がうかがえる｡

以上より,UKを入学後の看護の学習全体に

わたる能力,特に,3回生実習を中心とした看

護の総合的実践能力を予測する資料として,安

易に用いることはできないと考える｡

3.在学年数とUK結果との関係

正規卒業群と留年退学群との間で有意差が認

められるUK結果は,｢誤答 ･答洩れ｣と ｢PF

値｣であり,又,行動特性の比較でも,気持ち

や動作の立ち遅れや持久性の弱きを示す者の比

率が高いことから,留年退学群には集中力が不

- 21-



健康人間学 第6号 1994

十分で適切な行動が遂行できにくい傾向がうか

がえる｡しかし,調査対象者213名の内,留年

退学者はわずか7名にすぎず,これだけのデー

タから留年退学群の性格特性の傾向を限定する

のは危険であり,個別の分析が必要と考える｡

当学科では,昨今の人材確保の社会的要請が

高まる中で,選別し振り落とすのではなく,学

生の努力によって課題をクリアできるように,

教官が強力にサポートする方向での教育を行っ

ている｡従って,留年 ･退学に至った学生だけ

でなく,強力なサポートを要する学生 (仮に境

界群と命名する)にこそ,真の問題が潜んでい

ると言える｡そこで,境界群が多く含まれてい

る可能性のある ｢特異傾向｣を示した学生の分

析,及び,講義の成績と実習成績との相関に関

する追調査により,UKの看護教育に於ける有
用性を検討する必要があると考える｡

我々は, 1学年80名という多人数の学生の

パーソナリティーを理解し,看護の学習への適

応をたすける方法を探 りたいと考え,UKの有
用性に注目してUKと学業成績の関係を検討
した｡しかし,今回の調査から,UKを看護教
育に活用していくには,心理検査の基本にたち

かえって,複数の別の側面からの性格テストと

共に総合的な判断を行うことが不可欠であると

考えるに至った｡これらの検討を踏まえて,改

めて看護教育に於けるUKの有用性と適用に
ついて問い直したいと考える｡

ま と め

1987-1989年度の3年間に,京都大学医療技

術短期大学看護学科に入学した240名の学生の

内,213名の内田クレべリン精神検査と学業成

績から次の結果を得た｡

① ｢高度定型群｣｢定型群｣に属する者の比
率が高いことから,この集団は作業能力,適応

性が高い｡

②最終的に留年 ･退学に至った学生数が3年

間で7名と少なかったため,問題行動を起こし

易い学生の行動特性傾向は明らかにできなかっ

た｡

③UKの ｢総合評価｣と専門科目･2回生実
習との間で,それぞれ危険率1%･5%水準で

有意な関連性がみられることから,課題の限定

された場面での学生の適応状況を予測するため

の参考資料として,UKの有用性が示唆される｡
④ 3回生実習とUKとの間で有意な関連性
がみられないことから,UKは看護の総合的な
実践能力を予測するための参考資料とはなりに

くい｡実習評価の妥当性と共に,看護教育全般

におけるUKの適用について,今後検討の必
要がある｡

稿を終わるにあたり,UKの特性等に関する
ご指導と類型分析等でご協力いただいた,日本

･精神技術研究所 瀬尾直久氏に謝意を表しま

す｡
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